














Analysis of two-lane traffic flow by cellular automaton simulation 
楊祥 
Xiang YANG  




In this thesis, the traffic capacity and safety performance of the 
``Keep-Left-Except-To-Pass Rule’’ are studied for two-lane freeway traffic. The traffic flow 
is simulated by a cellular automaton model with various parameters. Especially, two 
parameters, the overtaking desire and the state change probability, are introduced to describe 
the behavior of overtaking. From the simulated data, five quantities are observed to test the 
performance of traffic capacity and safety. 













































































N T  


        (2) 
 


























    (4) 
 












































min max( ) [ , ]iv t v v であり、 min















aP で 1だけ加速する 
    














rdP で 1 だ
け減速する。 
 




























離をそれぞれ示し、 は 3 節(1)で定義した














ic は i 番目の車が配置されている車線を示す
ために使用する。
ic = 1 は車両が右車線を走行し
ていることを意味し、


























その中で ( )aheadgap i は i 番目車両と同じ車線
にある先行車両の前の空セルの数を表す。
,i formerv は i 番目車両と同じ車線にある先行車両
の速度を表す。 ,i i formerv v は i 番目車両の速度が
前 の 車 両 の 速 度 よ り も 大 き く 、
max( )
s s













overP で希望動機 iw =1値が与えられる。
























rdP 、右車線変更確率 0P 、左車線変更
確率












各車両について前方車両までの距離 ( )id t 、前
方車両までの安全距離 , 2 ( )i safe id v t 、隣接車線前
方の車両までの距離 , ( )i otherd t 、隣接車線後方の車




ahead ( )gap i の数を計算する。追
い越しの希望値の条件に従って追い越し希望値
( )iw t を計算する。 
ステップ 5（左車線から右車線に変更の判断） 
左車線の車両( ( ) 1ic t  )については次の瞬間
の車線値 ( 1)ic t  を計算する。 ( ) 1iw t  の場合車
線変更条件が満たされると車両は左車線から右
車線に変更される。それ以外の場合車両は引き続






右車線の車両( ( )ic t =0)については次の瞬間の
車線値 ( 1)ic t  を計算する。 ( ) 1iw t  の場合車線
変更条件が満たされると車両は右車線から左車
線に変更される。それ以外の場合車両は引き続き





































aP = 0.95、追い越し確率 overP  = 0.9、
ランダムブレーキ率
rdP  = 0.05、左車線変更確率
1P =0.4、右車線変更確率 0P  = 0.8、実験の時間

















図 2 車両密度と平均速度の関係図 
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